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私はこれまで、税金について深く考えたことがなく、知っている税金も消費税や所得税くらいだ。消費税は公共サービスのため所得税は所得の多い人が多く負担することで格差を小さくするためのものというほどの理解で、税金は国が必要なお金を集める仕組みというイメージを持っていた。しかし、調べてみると、世界には日本であまり見られない目的を持った税金が多くあった。例えば、イギリスには都市部の渋滞を減らすことを目的とした「渋滞税」があり、交通量を抑えることで環境への負担を減らす役割も果たしている。また、ハンガリーには塩分や糖分を多く含む食品に課税する「ポテトチップス税」があり、人々の健康を守ることを目的としている。このように、税金はお金を集めるだけでなく、人々の行動を変えたり、社会問題を解決したりするためにも活用されているということを知って、とてもびっくりした。さらにスウェーデンのように税負担が比較的大きい国では、その分、医療や教育、福祉などの社会保障が充実していることも知った。なので私は、「税金を多く集めれば、公共サービスがさらに良くなり、誰もが暮らしやすい社会になるのではないか。」と考えた。しかし、税金を増やせば全てが解決するわけではないことも分かった。税負担が増えれば自由に使えるお金は減り、人によっては自分が負担する金額に対して不満を感じる人もいると思う。そのため、大切なのは税金を多く集めることではなく、誰もが納得できる使い方や仕組みを考えることだと思った。また、税金は身近な生活にも深く関わっていることに気付いた。私はバレーボール部に所属しており、毎日のように学校の体育館を利用している。これまでは当たり前に使っていただけど、体育館や校舎などの公共施設は税金によって整備されていることを知り、安全な環境で部活動に取り組めることも、多くの人が納めた税金に支えられているのだと改めて実感した。私は今回調べたことを通して、「目的に応じた税金」がもっとあってもよいのではないかと考えた。現在は私も含め、スマートフォンを長時間利用する人が増え、睡眠不足やＳＮＳでの誹謗中傷などが社会問題となっている。例えば「スマホ税」のような仕組みを設け、その税収をインターネットリテラシー教育や相談窓口の充実、デジタル依存を防ぐ活動に活用できればもっと社会全体に役立つのではないかと私は思った。今回調べてみて、私は税金は「お金を集める制度」ではなく、「より良い社会をつくる仕組み」だという捉え方に変わった。税金を増やすか減らすだけでなく、何のために、誰のために使うのかを考えることが、より暮らしやすい社会につながると思った。これからは税金を身近なものとして捉え、社会の一員としてその在り方を考えながら生活していきたい。
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